
 

大 分 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 

特定最低賃金専門部会合同会議 

議 事 次 第 

 

 

 

 

１  開 催日時   令和４年９月 26 日（月）  

午後１ 時 30 分 から  

 

２  開 催場所   ソフィアホール会議室  

（大分市東春日町 17 番 20 号  

大分第２ソフィアプラザビル２階）  

 

３  議   題  

（１）部会長・同代理の選出について  

（２）専門部会運営規程の審議について  

（３）資料説明  

（４）日程調整  

（５）その他  

 



 

大  分  地  方  最  低  賃  金  審  議  会 

大分県鉄鋼業最低賃金専門部会委員名簿 

 

（５０音順 ）  

区分  氏     名  現       職  

公 
 

益 
 

代 
 

表 

荒 井  公 美  特定社会保険労務士  

井田  雅 貴  弁護士 ・社会保険労務士  

松隈  久 昭  大分大学経済学部  教授  

労 

働 

者 

代 

表 

上 田  智 仁  基幹労連大分県本部  事務局長  

田中  勝 裕  
アステック入江労働組合大分支部  

 支 部長  

原口  享 子  連合大分女性委員会  事務局長  

使 

用 

者 

代 

表 

岩 田  成 寿  (株 )岩 田鐵工所  代表取締役社長  

寳藏寺  和 夫  
日本製鉄 (株 )九 州製鉄所  

 労 政人事室長  

松﨑 弘芳  (株 )上 組大分支店  執行役員支店長  

 

 

 



大  分  地  方  最  低  賃  金  審  議  会 

大分県非鉄金属製造業最低賃金専門部会名簿 

 

（５０音順 ）  

区分  氏     名  現       職  

公 
 

益 
 

代 
 

表 

城 戸  照 子  大分大学経済学部  教授  

清水  立 茂  弁護士  

  松 隈  久 昭  大分大学経済学部  教授  

労 

働 

者 

代 

表 

浅 見  陽 央  連合大分  副事務局長   

羽 田   徹  西 日本電線労働組合  執 行委員長  

姫野  琢 哉  ＪＸ金属労働組合佐賀関支部  書 記長  

使 

用 

者 

代 

表 
木 下  正 文  西日本電線 （株 ）  取 締役  

中島  英 司  大分県商工会議所連合会  専 務理事  

久甫   望  
JX 金 属製錬 (株 )佐 賀関製錬所  

副所長 （兼 ）総 務部長  

 

 



大  分  地  方  最  低  賃  金  審  議  会 

大分県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、 

情報通信機械器具製造業最低賃金専門部会名簿 

 

（５０音順 ）  

区分  氏     名  現       職  

公 
 

益 
 

代 
 

表 

井 田  雅 貴  弁護士 ・社会保険労務士  

城戸  照 子  大分大学経済学部  教授  

荒井  公 美  特定社会保険労務士  

労 

働 

者 

代 
表 

  藤 本  雅 史  連合大分  事務局長  

松下  正 芳  
アムコー・テクノロジー・ジャパン労働組合  

執行委員長  

山田  功 一  電機連合大分地方協議会  事 務局長  

使 

用 

者 

代 

表 

阿 知 波  孝 典  
(株 )石 井工作研究所  

取締役常務執行役員  

石井  四 郎  (株 )デンケン 代 表取締役会長  

藤野  久 信  大分県経営者協会  専務理事  

 

 



大  分  地  方  最  低  賃  金  審  議  会 

大分県自動車・同附属品製造業、船舶製造・修理業， 

舶用機関製造業最低賃金専門部会委員名簿 

 

（５０音順 ）  

区分  氏     名  現       職  

公 
 

益 
 

代 
 

表 

荒 井  公 美  特定社会保険労務士  

清水  立 茂  弁護士  

松隈  久 昭  大分大学経済学部  教授  

労 

働 

者 

代 

表 

多 々良  哲 也  臼杵造船労働組合  執行委員長  

三石  信 義  ダイハツ九州労働組合  副 執行委員長  

宮城  英 伸  
ＪＡＭ中央発条工業労働組合  

執行委員長  

使 

用 

者 

代 

表 

小 野  賢 治  大分県商工会連合会  専 務理事  

坂本  喜 久雄  中央発条工業 (株 )   取 締役  

山本  勇 一  （株 ）臼 杵造船所  代表取締役社長  

 

 

 



 

大 分 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 

大分県自動車（新車）小売業最低賃金専門部会名簿 
 

（５０音順 ）  

区分  氏     名  現       職  

公 
 

益 
 

代 
 

表 

荒 井  公 美  特定社会保険労務士  

井田  雅 貴  弁護士 ・社会保険労務士  

城戸  照 子  大分大学経済学部  教授  

労 

働 

者 

代 
表 

鹿 嶋  秀 和  連合大分  副 事務局長  

是枝  洋 平  
ホンダ販売労働組合  

ホンダ四 輪 販 売 福 岡 ・大 分 支 部  支 部 書 記 次 長  

日 野  雅 宣  ネッツトヨタ大分労働組合  執 行委員長  

使 

用 

者 

代 

表 

岩 尾  豊 樹  大分県自動車販売店協会  専 務理事  

神  昭 雄  大分県中小企業団体中央会  専 務理事  

挾間  陽  
大 分日産自動車 (株 )  

取 締 役管理本部長  

 

 

 



大分地方最低賃金審議会特定最低賃金専門部会資料（その１） 

（令和４年９月 26 日） 

 

                                   

１ 審議会関係 

 

№１ 関 係 法 令   

№２ 特定最低賃金の改正決定について（諮問）写  

№３ 特定最低賃金適用区分 

№４ 特定最低賃金決定状況 

№５ 平成 23 年度～令和３年度の最低賃金審議状況 

№６ 令和４年度地域別最低賃金答申状況 

№７ 大分県特定最低賃金運営規定（案） 

 

 

２ 経済指標関係 

 

№８ 大分県内経済情勢報告〔令和４年７月〕       （大分財務事務所）   

№９ 法人企業景気予測調査〔令和４年７-９月〕     （大分財務事務所） 

№10 大分県内の景気動向〔令和４年９月公表〕     （日本銀行大分支店） 

№11 企業短期経済観測調査〔令和４年６月〕      （日本銀行大分支店） 

 

 

３ 各種統計関係 

 

№12 大分県の雇用情勢〔令和４年７月〕           （大分労働局） 

№13 産業別・職業別求人賃金情報〔令和４年７月〕      （大分労働局） 

№14 大分県鉱工業指数等〔令和４年６月〕  （大分県企画振興部統計調査課） 

№15 大分税関支署管内貿易概況〔令和４年上半期〕     （大分税関支署） 

№16 新規登録自動車の動き〔令和４年７月〕         （九州運輸局） 

№17 各県別新車登録台数〔平成 29 年～令和３年度〕      （九州運輸局） 

 





                                 

関 係 法 令 
 

 

 

○最低賃金法第２５条第２項（専門部会等） 

最低賃金審議会は、最低賃金の決定又はその改正の決定につい

て調査審議を求められたときは、専門部会を置かなければならない。 

 
 

 

 

○最低賃金審議会令第６条第５項（最低賃金専門部会） 

 審議会は、あらかじめその議決するところにより、最低賃金専

門部会の決議をもって審議会の決議とすることができる。 
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 大分労発基 0825 第２号 

令和４年８月 25 日 

 

 

  大分地方最低賃金審議会 

      会 長 清 水 立 茂 殿 

 

 

                            大 分 労 働 局 長 

                                中 山  晶 彦 

 

 

特定最低賃金の改正決定について（諮問） 

 

 

最低賃金法（昭和 34 年法律第 137 号）第 15 条第２項の規定に基づき、下記最低賃金の

改正決定について、貴会の調査審議をお願いする。 

 

記 

 

１ 大分県鉄鋼業最低賃金 

 

２ 大分県非鉄金属製造業最低賃金 

 

３ 大分県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業 

  最低賃金 

 

４ 大分県自動車・同附属品製造業、船舶製造・修理業，舶用機関製造業最低賃金 

 

５ 大分県自動車（新車）小売業最低賃金 
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大分県鉄鋼業最低賃金専門部会運営規程（案） 

 

（目的） 

第１条 この規程は、大分県鉄鋼業最低賃金専門部会（以下「専門部会」という。）

の議事運営に関し、最低賃金法及び最低賃金審議会令に定めるもののほか、必

要な事項について定めるものである。 

 

（会議の招集） 

第２条 専門部会の会議（以下「会議」という。）は、部会長が必要と認めたときの

ほか、大分労働局長（以下「局長」という。）又は労働者代表委員、使用者代

表委員及び公益代表委員各１人以上を含む３人以上の委員から開催の請求が

あったときは、部会長が招集する。 

２ 前項の規定により局長又は委員が、会議の開催を請求しようとする場合に

は、緊急やむを得ない場合を除き、付議事項及び希望開催期日を少なくとも当

該期日の１０日前までに、部会長に通知しなければならない。 

３ 部会長は、会議を招集しようとするときには、緊急やむを得ない場合を除

き、少なくとも７日前までに、付議事項、開催日時及び場所を各委員に通知す

るとともに局長に通知するものとする。 

 

（実地調査及び参考人の意見聴取） 

第３条 部会長は、会議の議決により特定の事案について事実の調査をするため、委

員による実地調査を行い、又は関係労働者、関係使用者その他の関係者を参考

人に指定し、その意見を聴くことができる。 

 

（委員の欠席） 

第４条 部会長が必要であると認めるときは、テレビ会議システム（映像と音声の送

受信により、相手の状態を相互に確認しながら通話をすることができるシステ

ムをいう。次項においても同じ。）を利用する方法によって、会議に出席する

ことができる。 

２ テレビ会議システムを利用する方法による会議の出席は、最低賃金審議会令

第５条第２項及び第３項に規定する会議への出席に含めるものとする。 

３ 委員は、病気その他の事由によって会議に出席できないときは、その旨を部
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会長に適当な方法で速報するものとする。 

４ 委員は、旅行その他の事由によって長期不在となるときは、あらかじめ部会

長に適当な方法で通知するものとする。 

 

（会議における発言） 

第５条 委員は、会議において発言しようとするときは、部会長の許可を受けなけれ

ばならない。 

 

（会議の公開） 

第６条 会議は、原則として公開とする。ただし、公開することにより、個人情報の

保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権利利益が不当に

侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは意思決定の中立

性が不当に損なわれるおそれがある場合には、部会長は、会議を非公開とする

ことができる。 

２ 部会長は、会議における秩序の維持のため、傍聴人の退場を命ずるなど必

要な措置をとることができる。 

 

（議事録及び議事要旨） 

第７条 会議の議事については、議事録を作成し、議事録は、部会長及び部会長の指

名した委員２人が確認するものとする。 

２ 議事録及び会議の資料は、原則として公開する。ただし、公開することに

より、個人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の

権利利益が不当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しく

は意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれがある場合には、部会長は、議

事録及び会議の資料の一部又は全部を非公開とすることができる。 

３ 議事録を非公開とする場合には、議事要旨を作成し公開するものとする。 

 

（意見及び建議の提出） 

第８条 部会長は、専門部会が議決を行ったときには、大分地方最低賃金審議会に報

告するものとする。 

 

（規程の改廃） 

第９条 この規程の改廃は、専門部会の意見を聴いて行う。  
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附  則 

この規程は、令和  年  月  日から施行する。 
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大分県非鉄金属製造業最低賃金専門部会運営規程（案） 

 

（目的） 

第１条 この規程は、大分県非鉄金属製造業最低賃金専門部会（以下「専門部会」と

いう。）の議事運営に関し、最低賃金法及び最低賃金審議会令に定めるものの

ほか、必要な事項について定めるものである。 

 

（会議の招集） 

第２条 専門部会の会議（以下「会議」という。）は、部会長が必要と認めたときの

ほか、大分労働局長（以下「局長」という。）又は労働者代表委員、使用者代

表委員及び公益代表委員各１人以上を含む３人以上の委員から開催の請求が

あったときは、部会長が招集する。 

２ 前項の規定により局長又は委員が、会議の開催を請求しようとする場合には、

緊急やむを得ない場合を除き、付議事項及び希望開催期日を少なくとも当該期

日の１０日前までに、部会長に通知しなければならない。 

３ 部会長は、会議を招集しようとするときには、緊急やむを得ない場合を除き、

少なくとも７日前までに、付議事項、開催日時及び場所を各委員に通知すると

ともに局長に通知するものとする。 

 

（実地調査及び参考人の意見聴取） 

第３条 部会長は、会議の議決により特定の事案について事実の調査をするため、委

員による実地調査を行い、又は関係労働者、関係使用者その他の関係者を参考

人に指定し、その意見を聴くことができる。 

 

（委員の欠席） 

第４条 部会長が必要であると認めるときは、テレビ会議システム（映像と音声の送

受信により、相手の状態を相互に確認しながら通話をすることができるシステ

ムをいう。次項においても同じ。）を利用する方法によって、会議に出席する

ことができる。 

２ テレビ会議システムを利用する方法による会議の出席は、最低賃金審議会令

第５条第２項及び第３項に規定する会議への出席に含めるものとする。 
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３ 委員は、病気その他の事由によって会議に出席できないときは、その旨を部

会長に適当な方法で速報するものとする。 

４ 委員は、旅行その他の事由によって長期不在となるときは、あらかじめ部会

長に適当な方法で通知するものとする。 

 

（会議における発言） 

第５条 委員は、会議において発言しようとするときは、部会長の許可を受けなけれ

ばならない。 

 

（会議の公開） 

第６条 会議は、原則として公開とする。ただし、公開することにより、個人情報の

保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権利利益が不当に

侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは意思決定の中立

性が不当に損なわれるおそれがある場合には、部会長は、会議を非公開とする

ことができる。 

２ 部会長は、会議における秩序の維持のため、傍聴人の退場を命ずるなど必

要な措置をとることができる。 

 

（議事録及び議事要旨） 

第７条 会議の議事については、議事録を作成し、議事録は、部会長及び部会長の指

名した委員２人が確認するものとする。 

２ 議事録及び会議の資料は、原則として公開する。ただし、公開することによ

り、個人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権

利利益が不当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは

意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれがある場合には、部会長は、議事

録及び会議の資料の一部又は全部を非公開とすることができる。 

３ 議事録を非公開とする場合には、議事要旨を作成し公開するものとする。 

 

（意見及び建議の提出） 

第８条 部会長は、専門部会が議決を行ったときには、大分地方最低賃金審議会に報

告するものとする。 

 

（規程の改廃） 
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第９条 この規程の改廃は、専門部会の意見を聴いて行う。  

 

附  則 

この規程は、令和  年  月  日から施行する。 
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大分県自動車・同附属品製造業、船舶製造・修理業， 

舶用機関製造業最低賃金専門部会運営規程（案） 

 

（目的） 

第１条 この規程は、大分県自動車・同附属品製造業、船舶製造・修理業，舶用機関

製造業最低賃金専門部会（以下「専門部会」という。）の議事運営に関し、最

低賃金法及び最低賃金審議会令に定めるもののほか、必要な事項について定め

るものである。 

 

（会議の招集） 

第２条 専門部会の会議（以下「会議」という。）は、部会長が必要と認めたときの

ほか、大分労働局長（以下「局長」という。）又は労働者代表委員、使用者代

表委員及び公益代表委員各１人以上を含む３人以上の委員から開催の請求が

あったときは、部会長が招集する。 

２ 前項の規定により局長又は委員が、会議の開催を請求しようとする場合には、

緊急やむを得ない場合を除き、付議事項及び希望開催期日を少なくとも当該期

日の１０日前までに、部会長に通知しなければならない。 

３ 部会長は、会議を招集しようとするときには、緊急やむを得ない場合を除き、

少なくとも７日前までに、付議事項、開催日時及び場所を各委員に通知すると

ともに局長に通知するものとする。 

 

（実地調査及び参考人の意見聴取） 

第３条 部会長は、会議の議決により特定の事案について事実の調査をするため、委

員による実地調査を行い、又は関係労働者、関係使用者その他の関係者を参考

人に指定し、その意見を聴くことができる。 

 

（委員の欠席） 

第４条 部会長が必要であると認めるときは、テレビ会議システム（映像と音声の送

受信により、相手の状態を相互に確認しながら通話をすることができるシステ

ムをいう。次項においても同じ。）を利用する方法によって、会議に出席する

ことができる。 
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２ テレビ会議システムを利用する方法による会議の出席は、最低賃金審議会令

第５条第２項及び第３項に規定する会議への出席に含めるものとする。 

３ 委員は、病気その他の事由によって会議に出席できないときは、その旨を部

会長に適当な方法で速報するものとする。 

４ 委員は、旅行その他の事由によって長期不在となるときは、あらかじめ部会

長に適当な方法で通知するものとする。 

 

（会議における発言） 

第５条 委員は、会議において発言しようとするときは、部会長の許可を受けなけれ

ばならない。 

 

（会議の公開） 

第６条 会議は、原則として公開とする。ただし、公開することにより、個人情報の

保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権利利益が不当に

侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは意思決定の中立

性が不当に損なわれるおそれがある場合には、部会長は、会議を非公開とする

ことができる。 

２ 部会長は、会議における秩序の維持のため、傍聴人の退場を命ずるなど必

要な措置をとることができる。 

 

（議事録及び議事要旨） 

第７条 会議の議事については、議事録を作成し、議事録は、部会長及び部会長の指

名した委員２人が確認するものとする。 

２ 議事録及び会議の資料は、原則として公開する。ただし、公開することによ

り、個人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権

利利益が不当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは

意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれがある場合には、部会長は、議事

録及び会議の資料の一部又は全部を非公開とすることができる。 

３ 議事録を非公開とする場合には、議事要旨を作成し公開するものとする。 

 

（意見及び建議の提出） 

第８条 部会長は、専門部会が議決を行ったときには、大分地方最低賃金審議会に報

告するものとする。 
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（規程の改廃） 

第９条 この規程の改廃は、専門部会の意見を聴いて行う。  

 

附  則 

この規程は、令和 年 月 日から施行する。 
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大分県電子部品・デバイス、電子回路、電気機械器具、 

情報通信機械器具製造業最低賃金専門部会運営規程（案） 

 

（目的） 

第１条 この規程は、大分県電子部品・デバイス、電子回路、電気機械器具、情報通

信機械器具製造業最低賃金専門部会（以下「専門部会」という。）の議事運営

に関し、最低賃金法及び最低賃金審議会令に定めるもののほか、必要な事項に

ついて定めるものである。 

 

（会議の招集） 

第２条 専門部会の会議（以下「会議」という。）は、部会長が必要と認めたときの

ほか、大分労働局長（以下「局長」という。）又は労働者代表委員、使用者代

表委員及び公益代表委員各１人以上を含む３人以上の委員から開催の請求が

あったときは、部会長が招集する。 

２ 前項の規定により局長又は委員が、会議の開催を請求しようとする場合には、

緊急やむを得ない場合を除き、付議事項及び希望開催期日を少なくとも当該期

日の１０日前までに、部会長に通知しなければならない。 

３ 部会長は、会議を招集しようとするときには、緊急やむを得ない場合を除き、

少なくとも７日前までに、付議事項、開催日時及び場所を各委員に通知すると

ともに局長に通知するものとする。 

 

（実地調査及び参考人の意見聴取） 

第３条 部会長は、会議の議決により特定の事案について事実の調査をするため、委

員による実地調査を行い、又は関係労働者、関係使用者その他の関係者を参考

人に指定し、その意見を聴くことができる。 

 

（委員の欠席） 

第４条 部会長が必要であると認めるときは、テレビ会議システム（映像と音声の送

受信により、相手の状態を相互に確認しながら通話をすることができるシステ

ムをいう。次項においても同じ。）を利用する方法によって、会議に出席する

ことができる。 

２ テレビ会議システムを利用する方法による会議の出席は、最低賃金審議会令
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第５条第２項及び第３項に規定する会議への出席に含めるものとする。 

３ 委員は、病気その他の事由によって会議に出席できないときは、その旨を部

会長に適当な方法で速報するものとする。 

４ 委員は、旅行その他の事由によって長期不在となるときは、あらかじめ部会

長に適当な方法で通知するものとする。 

 

（会議における発言） 

第５条 委員は、会議において発言しようとするときは、部会長の許可を受けなけれ

ばならない。 

 

（会議の公開） 

第６条 会議は、原則として公開とする。ただし、公開することにより、個人情報の

保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権利利益が不当に

侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは意思決定の中立

性が不当に損なわれるおそれがある場合には、部会長は、会議を非公開とする

ことができる。 

２ 部会長は、会議における秩序の維持のため、傍聴人の退場を命ずるなど必

要な措置をとることができる。 

 

（議事録及び議事要旨） 

第７条 会議の議事については、議事録を作成し、議事録は、部会長及び部会長の指

名した委員２人が確認するものとする。 

２ 議事録及び会議の資料は、原則として公開する。ただし、公開することによ

り、個人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権

利利益が不当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは

意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれがある場合には、部会長は、議事

録及び会議の資料の一部又は全部を非公開とすることができる。 

３ 議事録を非公開とする場合には、議事要旨を作成し公開するものとする。 

 

（意見及び建議の提出） 

第８条 部会長は、専門部会が議決を行ったときには、大分地方最低賃金審議会に報

告するものとする。 
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（規程の改廃） 

第９条 この規程の改廃は、専門部会の意見を聴いて行う。  

 

附  則 

この規程は、令和  年  月  日から施行する。 
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大分県自動車（新車）小売業最低賃金専門部会運営規程（案） 

 

（目的） 

第１条 この規程は、大分県自動車（新車）小売業最低賃金専門部会（以下「専門部

会」という。）の議事運営に関し、最低賃金法及び最低賃金審議会令に定める

もののほか、必要な事項について定めるものである。 

 

（会議の招集） 

第２条 専門部会の会議（以下「会議」という。）は、部会長が必要と認めたときの

ほか、大分労働局長（以下「局長」という。）又は労働者代表委員、使用者代

表委員及び公益代表委員各１人以上を含む３人以上の委員から開催の請求が

あったときは、部会長が招集する。 

２ 前項の規定により局長又は委員が、会議の開催を請求しようとする場合には、

緊急やむを得ない場合を除き、付議事項及び希望開催期日を少なくとも当該期

日の１０日前までに、部会長に通知しなければならない。 

３ 部会長は、会議を招集しようとするときには、緊急やむを得ない場合を除き、

少なくとも７日前までに、付議事項、開催日時及び場所を各委員に通知すると

ともに局長に通知するものとする。 

 

（実地調査及び参考人の意見聴取） 

第３条 部会長は、会議の議決により特定の事案について事実の調査をするため、委

員による実地調査を行い、又は関係労働者、関係使用者その他の関係者を参考

人に指定し、その意見を聴くことができる。 

 

（委員の欠席） 

第４条 部会長が必要であると認めるときは、テレビ会議システム（映像と音声の送

受信により、相手の状態を相互に確認しながら通話をすることができるシステ

ムをいう。次項においても同じ。）を利用する方法によって、会議に出席する

ことができる。 

２ テレビ会議システムを利用する方法による会議の出席は、最低賃金審議会令

第５条第２項及び第３項に規定する会議への出席に含めるものとする。 
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３ 委員は、病気その他の事由によって会議に出席できないときは、その旨を部

会長に適当な方法で速報するものとする。 

４ 委員は、旅行その他の事由によって長期不在となるときは、あらかじめ部会

長に適当な方法で通知するものとする。 

 

（会議における発言） 

第５条 委員は、会議において発言しようとするときは、部会長の許可を受けなけれ

ばならない。 

 

（会議の公開） 

第６条 会議は、原則として公開とする。ただし、公開することにより、個人情報の

保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権利利益が不当に

侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは意思決定の中立

性が不当に損なわれるおそれがある場合には、部会長は、会議を非公開とする

ことができる。 

２ 部会長は、会議における秩序の維持のため、傍聴人の退場を命ずるなど必

要な措置をとることができる。 

 

（議事録及び議事要旨） 

第７条 会議の議事については、議事録を作成し、議事録は、部会長及び部会長の指

名した委員２人が確認するものとする。 

２ 議事録及び会議の資料は、原則として公開する。ただし、公開することによ

り、個人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権

利利益が不当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは

意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれがある場合には、部会長は、議事

録及び会議の資料の一部又は全部を非公開とすることができる。 

３ 議事録を非公開とする場合には、議事要旨を作成し公開するものとする。 

 

（意見及び建議の提出） 

第８条 部会長は、専門部会が議決を行ったときには、大分地方最低賃金審議会に報

告するものとする。 

 

（規程の改廃） 
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第９条 この規程の改廃は、専門部会の意見を聴いて行う。  

 

附  則 

この規程は、令和  年  月  日から施行する。 
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本資料は当店ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにも掲載しています。 

 https://www3.boj.or.jp/oita/index.html 〈本件に関するお問い合わせ先〉 

総務課（TEL：097-533-9106） 

（FAX：097-538-7085） 

E-Mail：ooita@boj.or.jp 

https://www3.boj.or.jp/oita/index.html
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（総論） 

 

大分県内の景気は、一部に弱さが残るものの、緩やかに持ち直している。 
 

個人消費は、緩やかに持ち直している。この間、観光は、弱さが残るものの、緩やかに持ち直している。

住宅投資は、横ばい圏内となっている。公共投資は、高めの水準で推移している。設備投資は、高めの水

準で推移している。 

鉱工業生産は、一部に弱い動きがみられるものの、高めの水準で推移している。 

雇用・所得面をみると、労働需給は、緩やかに改善している。雇用者所得は、改善の動きがみられてい

る。 

金融面では、預金・貸出金ともに増加している。この間、銀行の貸出約定平均金利は低下傾向にある。 
 

先行きについては、新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢が、家計の消費マインドおよび企業の

収益動向・資金調達環境・経営行動に与える影響などに注視していく必要がある。 
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＜景気動向の総括表＞ 
 前回 

（2022年７月） 

今回 
（2022年９月） 

前月から
の変化 

総括判断 
一部に弱さが残るものの、緩やかに持

ち直している。 

一部に弱さが残るものの、緩やかに持

ち直している。 
据え置き 

需
要
項
目 

個人消費 緩やかに持ち直している。 緩やかに持ち直している。 据え置き 

観光 
弱さが残るものの、緩やかに持ち直して
いる。 

弱さが残るものの、緩やかに持ち直して
いる。 

据え置き 

住宅投資 横ばい圏内となっている。 横ばい圏内となっている。 据え置き 

公共投資 高めの水準で推移している。 高めの水準で推移している。 据え置き 

設備投資 高めの水準で推移している。 高めの水準で推移している。 据え置き 

鉱工業生産 
一部に弱い動きがみられるものの、高め
の水準で推移している。 

一部に弱い動きがみられるものの、高め
の水準で推移している。 

据え置き 

雇
用
・
所
得 

労働需給 改善の動きがみられている。 緩やかに改善している。 引き上げ 

雇用者所得 弱めの動きがみられている。 改善の動きがみられている。 引き上げ 
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１．個人消費  

個 人 消 費 緩やかに持ち直している。 

  

観 光 弱さが残るものの、緩やかに持ち直している。 

（参考） 

大 型 小 売 店 等 
飲食料品などの販売が堅調に推移しているほか、衣料品等の販売も底堅く推移しており、

緩やかに持ち直している。 

コンビニエンスストア 持ち直している。 

ド ラ ッ グ ス ト ア ・ 

ホ ー ム セ ン タ ー 
高めの水準で推移している。 

家 電 大 型 専 門 店 横ばい圏内で推移している。 

乗 用 車 新 車 販 売 納車の遅れから、弱含んでいる。 
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２．投資（住宅・公共・設備） 

住 宅 投 資 横ばい圏内となっている。 

  

公 共 投 資 高めの水準で推移している。 

  

設 備 投 資 

高めの水準で推移している。 

── ６月短観における２２年度設備投資計画は、前年度比＋９.１％と２期連続で

増加する計画となっている（製造業：同＋４.３％、非製造業：同＋３６.０％）。 

── ７月の建築物着工床面積（民間非居住用）は、前年を上回った。 
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３．生産 

鉱 工 業 生 産 
一部に弱い動きがみられるものの、高めの水準で推移している。 

── ７月の大分税関支署管内の輸出額は、前年を下回った。 

 

４．雇用・所得 

労 働 需 給 
緩やかに改善している。 

── ７月の有効求人倍率（季節調整値）は、前月を上回った。６月短観における雇

用人員判断Ｄ.Ｉ.は「不足」超となっている。 
  

雇 用 者 所 得 

改善の動きがみられている。 

―― ６月の雇用者所得（１人当たり現金給与総額×常用労働者数）は、前年を上

回った。 
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５．物価 

消 費 者 物 価 
７月の消費者物価指数（大分市、生鮮食品を除く総合）の 

前年比は、２％程度となっている。 

６．金融 

預 金 
増加している。 

── 実質預金残高（含む譲渡性預金、大分県内に本店を置く金融機関の合計、末残

ベース）は、増加している。 
  

貸 出 金 
増加している。 

── 貸出残高（大分県内に本店を置く金融機関の合計、末残ベース）は、増加して

いる。 
  

貸 出 金 利 
低下傾向にある。 

── 貸出約定平均金利（総合・ストックベース、大分県内に本店を置く日本銀行の

取引先金融機関の加重平均）は、低下傾向にある。 
  

企 業 倒 産 低めの水準で推移している。 
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＜当店のホームページのご案内＞ 

 

（当店ホームページのトップページ） 

  https://www3.boj.or.jp/oita/index.html 

（大分県内の景気動向） 

  https://www3.boj.or.jp/oita/kohyo/geppou.html 

（短観） 

  https://www3.boj.or.jp/oita/kohyo/tankan.html 

（特別調査レポートのご案内） 

https://www3.boj.or.jp/oita/kohyo/tokubetu_repo.html 

（支店見学のご案内） 

https://www3.boj.or.jp/oita/tennai_kengaku/kenngaku_annai.html 

 

  

https://www3.boj.or.jp/oita/index.html
https://www3.boj.or.jp/oita/kohyo/geppou.html
https://www3.boj.or.jp/oita/kohyo/tankan.html
http://www3.boj.or.jp/oita/kohyo/tokubetu_repo.html
http://www3.boj.or.jp/oita/tennai_kengaku/kenngaku_annai.html
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＜当店が公表している特別調査レポートの一覧＞ 

● 大分県における農業の現状と課題（21 年 12 月 20 日公表） 

● 大分県における宇宙産業の現状と展望（21 年 11 月 17 日公表） 

● 大分県におけるカーボンニュートラルに向けた取組み（21 年 10 月 19 日公表） 

● 大分県における人口移動の特徴（21 年 9 月 30 日公表） 

● 大分県内における再生可能エネルギーの利用拡大に向けた動き ―地熱・温泉熱エネルギーを中心
に―（21 年 3 月 31 日公表） 

● 感染症拡大下でも底堅さを示す大分県の製造業（20 年 11 月 18 日公表） 

● 大分県における観光業復活に向けた取り組み（20 年 10 月 23 日公表） 

● 新型コロナウイルスの感染拡大を受けた大分県民の消費行動の変化（20 年 9 月 11 日公表） 

● 県内企業における人材の確保・育成に向けた取り組み（20 年 2 月 20 日公表） 

● 大分県の輸出構造と最近の動き（19 年 11 月 1 日公表） 

● 大分県の企業立地（19 年 10 月 25 日公表） 

● 大分県のインバウンド動向 ―世界的スポーツイベントの開催を前に―（19 年 7 月 31 日公表） 

● 大分県の地価動向（19 年 6 月 21 日公表） 

● 大分県のインターネット消費（19 年 4 月 1 日公表） 

● 大分県の人口減少の緩和に向けて（18 年 11 月 28 日公表） 

● 大分県内のキャッシュレス決済に関する現状整理（18 年 10 月 25 日公表） 

 
以  上 

https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo2112.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo2111.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo2110.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo2109.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo2103.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo2103.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo2011.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo2010.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo2009.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo2002.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo1911.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo1910.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo1907.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo1906.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo1904.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo1811.pdf
https://www3.boj.or.jp/oita/_userdata/download/spe_repo18102.pdf
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